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の
衰
退
後
に
は
長
く
存
続
し
な
か
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
て
、
帝
国
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
限
界
に
も
注

目
す
る
。
こ
の
点
で
、
本
書
は
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に

あ
ふ
れ
た
良
書
で
あ
る
。

　
監
訳
者
の
南
川
高
志
氏
は
著
書
『
海
の
か
な
た

の
ロ
ー
マ
帝
国
一
古
代
ロ
ー
マ
と
ブ
リ
テ
ン

島
駈
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
目
の
な
か
で
、

近
現
代
に
お
け
る
ロ
ー
マ
時
代
ブ
リ
テ
ン
島
の
研

究
が
世
界
情
勢
（
特
に
大
英
帝
国
の
繁
栄
と
衰

退
）
と
の
密
接
な
関
連
の
も
と
に
お
こ
な
わ
れ
て

き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
読
者
は
本
書
を
南

川
氏
の
著
書
と
併
読
す
る
こ
と
で
、
近
現
代
の
研

究
者
が
時
代
に
寄
り
添
っ
て
作
り
上
げ
た
言
説
と

し
て
の
ブ
リ
テ
ン
島
と
、
最
新
の
考
古
学
デ
ー
タ

に
基
づ
い
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
描
か
れ
た
お
そ
ら
く

は
よ
り
実
態
に
近
い
で
あ
ろ
う
ブ
リ
テ
ン
島
と
を
、

一
望
の
も
と
に
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書

の
翻
訳
に
よ
っ
て
、
ブ
リ
テ
ン
島
は
、
ロ
ー
マ
の

帝
国
統
治
の
虚
像
と
実
像
を
学
ぶ
格
好
の
素
材
と

な
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
（
A
5
判
　
四
二
四
頁
　
二
〇
一
一
年
五
月

　
　
　
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
　
税
込
五
〇
四
〇
円
）

（
藤
弁
崇
　
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
研
究
員
・
日
本
学
術
振
興
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
外
特
別
研
究
員
V

編
集
後
記

　
魍
史
林
騙
九
五
巻
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今

号
は
、
論
説
が
三
本
、
書
評
が
四
本
、
紹
介
が
一

本
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ビ
ザ
ン
ツ

の
百
科
事
典
を
乎
が
か
り
に
ロ
ー
マ
帝
国
の
里
宮

を
検
討
す
る
南
雲
論
説
、
オ
ス
マ
ン
帝
国
支
配
下

の
ビ
ザ
ン
ツ
知
識
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
検

討
す
る
上
垣
論
説
、
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
対
中
通
商

シ
ス
テ
ム
を
法
の
運
用
の
問
題
か
ら
検
討
す
る
西

山
論
説
と
い
う
、
西
洋
史
の
論
説
三
本
を
中
心
に
、

古
代
日
本
の
紡
織
、
信
長
・
秀
吉
・
家
康
と
天
皇
、

近
世
琵
琶
湖
の
水
運
、
さ
ら
に
は
申
国
革
命
と
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
、
考
古
や

日
本
史
、
東
洋
史
分
野
の
論
著
の
書
評
を
載
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
読
み
ご
た
え
の
あ
る
、
興
味
深
い
論

考
が
そ
ろ
っ
て
お
り
ま
す
。
本
号
が
智
様
の
お
手

元
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
ち
ょ
う
ど
桜
が
咲
き
始
め

て
い
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
『
史
林
臨
片
手
に

お
で
か
け
に
な
っ
て
、
桜
の
も
と
で
の
読
書
な
ど

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
と
申
し
ま
す
が
、

当
会
の
理
事
長
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
長
ら
く
当

会
の
活
動
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
、
ち
ょ
う
ど
本
号

の
発
行
日
に
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
を
退

職
さ
れ
る
藤
井
譲
治
先
生
の
著
作
の
書
評
を
、
本

号
に
載
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
く
の
偶
然

で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
巡
り
合
わ
せ
に
驚
く
と

と
も
に
、
先
生
の
教
え
子
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

本
号
が
今
後
も
研
究
を
意
欲
的
に
す
す
め
る
で
あ

ろ
う
先
生
の
門
出
を
祝
う
花
束
代
わ
り
に
な
っ
た

の
で
は
と
ひ
そ
か
に
宴
ん
で
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鍛
治
宏
介
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
算
ε
＼
＼
芝
毛
≦
ω
凱
頓
舞
⊆
冨
コ
貯
釜
詳
鉱
な
＼
ぎ
α
震
’
算
ヨ
一

＝。。

O
盤
鴬
語
翻
弄
璽
、
二
〇
〇
円

　
史
林
第
九
五
巻
第
二
号
（
通
巻
第
四
九
二
号
V

　
　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
文
学
部
内

　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
獅
A
蹄
（
〇
七
五
）
七
五
三
－
二
七
八
七

発
行
人

印
刷
所

鍵史

畷
　○学

夫δ

薄湿
孟
究

　竃

繍会

　
　
　
　
京
都
市
南
区
上
鳥
羽
藁
田
二
九

中
村
印
励
株
式
会
社
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史
学
研
究
会
例
会
の
お
知
ら
せ

　
左
記
の
と
お
り
、
史
学
研
究
会
例
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
、
事
前
の
予
約
も
不
要
で
す
。
多
数
ご
来
会
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案

内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
臼
【
　
時
　
　
二
〇
一
一
一
年
四
月
一
一
一
日
　
（
土
）
　
午
後
一
時
～
山
ハ
時
一
五
分

　
　
場
　
所
　
京
都
大
学
文
学
部
　
新
館
第
三
講
義
室

　
　
テ
ー
マ
　
「
災
　
害
」

プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
開
会
挨
拶
　
　
　
史
学
研
究
会
理
事
長
　
夫
馬
　
進

　
　
趣
旨
説
明

　
第
一
部
（
午
後
一
時
一
五
分
～
三
時
四
〇
分
）

　
　
柳
澤
和
明
　
「
貞
観
＝
年
陸
奥
国
巨
大
地
震
・
津
波
と
陸
奥
国
の
復
興
」

　
　
窪
田
順
平
　
「
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
環
境
変
動
と
人
間
の
適
応
　
　
統
合
型
研
究
の
試
み
」

　
　
楠
　
義
彦
　
コ
六
・
七
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
地
震
と
地
震
観
扁

　
第
二
部
（
午
後
四
時
～
五
時
三
五
分
）

　
　
梶
川
伸
～
　
「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
権
力
と
二
～
／
二
二
年
飢
饒
」

　
　
小
田
隆
史
　
「
「
グ
ロ
ー
カ
ル
化
し
時
代
に
お
き
た
東
日
本
大
震
災
　
　
「
時
間
－
空
問
の
圧
縮
」
の
諸
相
」

　
　
質
疑
お
よ
び
討
論
（
午
後
五
時
三
五
分
～
六
時
）

　
　
閉
会
挨
拶
　
　
　
京
都
大
学
文
学
研
究
科
歴
史
文
化
学
系
代
表

　
　
※
プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
、
懇
親
会
（
参
加
無
料
・
予
約
不
要
）
を
予
定
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

史
　
学
　
研
　
究
　
会
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